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学 部 ｜募集人民 ｜志問 ｜受開 ｜倍ヰt
｜ 人｜ 人｜ 人1
文学部 I 200 I 713 I 694 3. 5 
教育学部 50 135 134 I 2. 7 
法学部 350 903 892 2. 5 
経済学部 210 592 581 2.8 
理学 rm 281 745 736 2. 6 
医ヴ：；'(j~ 120 449 414 
薬学部 80 202 199 ??945 I 2, 194 2, 172 2. 3 300 686 676 
2,536 6, 619 6, 498 
欠席率介稿者数
合約」51lJ. /.( V/1 劣
（満点）最 ，·：~ 放 fl\;
%人1
2. 7 200 (58) 549. 58 441. 92 700 
0.7 50 (21) 832.16 678.66 1,050 
] . 2 350 (49) 709 550. 5 850 
1. 9 I 210 (13) 610. 75 485 800 






















2.5 ]. 5 
1.0 945 (24) 838.92 601.58 1,000 
2.3 ]. 5 305 (38) ], 000 799.67 606.92 
2.6 ] . 8 2, 542(268) 





























































































JI・ ＇進 乍午、｜ 80人 185人 154人 89人
術1＇.伐材；I乍科 40 283 240 42 
PH’下lf;UJ／何千 20 144 125 22 
作業彼法学科 20 79 73 22 











































































































































No. 289 ）；（大 1.l~ 縦
CP-JI：保（r：」 とj坦ー するこの理論Lt, ?n~川 ・ 小林
~Ii]受11::'1売が共にノド学 JIT1 学部助手として活断J 巾に
なされた研究成果のlつであり ，昭和47年秋に
Progress of Theoretical Physics (.fl!論物.flH'.}: 
の進歩）誌に投稿され， J、明子「・t局』｜実された（1¥1.
Kobayashi and T. Maskawa, Pro. Theor. Phys. 




























































































j函養 ・消耗過程の聞の関係や， ILi IT;-氷河の上流か
ら下流に奄る気象学的氷河学的総合解析が可能と
なった。この計画とは別にヒマラヤ山脈の東西お
よび南北の比較調査が多くの設山隊と協力して行
われ，日本にも影響の大きいヒマラヤの気象の実
態が次第に明らかとなってきている。
写真 1 南極昭和基地の南約300km，際高
2,230mのみずほ基地に建てられ
た30mの大気境界周観測用鉄J芥
南極の近くにありながら，気視がはるかに高く
写真2 エベレストの南側4,420mの台地とのハージュ ン観測所
-633ー
降雨 ・降雪量とi必！解 ・流
動速度の大きいノミタゴニ
ア氷陸の雪氷をヒマラヤ
や南極と比，交して調べよ
うというな図のもとに，
1968-69年， 1983一例年
の南半球の夏の現地観測
が各大学と協力して行わ
れ1985-86年にかけても
予定されている（表紙写
真）。
これらの調査は世界の
水文共同観測計画の一貫
としての意義も大きく ，
世界の気候変動の監視と
水資源、の確保にとって有
力な手がかりを与えてい
る。
（防災研究所）
